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§１．研究成果の概要 

 

クラウドソーシングは，サイバー・フィジカル空間をまたがって新たな雇用環境を創出し，これまで

あきらめていた問題解決を可能にするための知的情報処理に関するきわめて重要な研究課題で

ある．我々は，クラウドソーシングを通じた人による情報処理と，計算機による情報処理を組み合わ

せ，その時点で利用可能な人的資源，計算機資源を利用して問題解決を行うための最適な作業

分担を実現するための理論，システム，応用に関する研究を推進する．これにより，自然災害対応

などの緊急の問題，これまでは 80-20 の法則により人的資源や予算を投入できずあきらめていた

問題，そもそも AI だけでは解決が困難であった問題等を，様々な分野において解決するための汎

用性の高いソフトウェア・プラットフォームを実現する．そのプラットフォームの特徴は，迅速にシス

テム構築を行う「Immediate」，AI ワーカを含む多種多様なワーカをそれぞれの得意分野で活用す

る「United」，状況に応じて動的に最適化を行う「Optimized」の 3 つの単語で表現される． 

本研究では，理論・モデルのような汎用の仕組みから研究を推進する「トップダウンアプローチ」

と，個別課題への応用から問題や重要な構

成要素を発見する「ボトムアップアプロー

チ」の双方から研究を進めている．本年度

は，それぞれについて下記の様に研究を

推進し，成果を得た． 

まず，「トップダウンアプローチ」において

は，様々な能力の人間 Crowd，AI Crowd の

混在を前提としたワークフロー記述モデル

をベースに，多様なワーカに応じてより適切なワ

ークフローに途中から柔軟に変更可能な仕組み

の研究を推進した．具体的には次の通りである．

2018 年度 

実績報告書 

図. ユーザはタスク割当て順序の小さな変化では大きな精

神的ストレスを感じない．その性質を利用して，特定の問

題でできるだけ精神的ストレスを掛けずにより適切なタ

スクに再割当てする手法を開発した 2)． 
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まず，「Immediate」に関しては，複数種類のタスクを含む複雑なワークフローを，スプレッドドシート

パラダイムで実装可能なツールである CrowdSheet を開発した．実験により，CrowdSheet を利用す

れば，Excel 関数を利用できる程度のスキルを持つユーザの大部分が，プログラマが既存手法で

開発するのと比較して 1/3 の時間で同じワークフローを実装できる事を示した 1)．「United」に関し

ては，廊下などを歩く人々をワーカとして活用するためのシステムにおいて，意図判定を用いて品

質向上を行うための仕組みを開発した 3)．次に，「optimized」に関しては，人間と AI の違いに注目

した最適化について次のような成果が得られた．まず，より適切なタスクへのワーカ割当てのために

割当てを変更しなくてはならないときに，ワーカに精神的ストレスをかけずに適切なタスクに再割当

てをおこなう戦略を明らかにした 2)（図）．また，複数タスクを含むワークフロー処理の際，報酬の配

分を状況に応じて動的に配分することにより，同じ総額であっても特定のケースでは 2 倍の速度で

全体の仕事が終了すること示した．さらに，ワーカ等の状況に応じて異なるワークフローを切替える

際には，最適な切替えタイミングを見つける事により，なにも考えない場合と比較して総コストを数

十パーセント削減できる可能性を示した．他にもワーカの多様性およびワークフロー切替えに係わ

る様々な研究を推進した． 

次に，「ボトムアップアプローチ」においては，新潟県燕市において，多様なワーカによるクラウド

ソーシングの実例として，単にドローンを飛ばしたり，SNS を利用したりするだけではなく，ドローン，

現地の人々，AI，オンラインの群衆の全ての力を結集して迅速な災害状況把握を行う我が国初の

サイバー・フィジカル防災訓練を開催し，現実の応用でそれぞれの仕組みがどのように機能するの

かを評価した．文化遺産建造物を対象としたクラウドソーシングについては，自由に動き回る観光

客などにフィジカル空間でのタスク(写真撮影)を委託するシナリオを想定した研究を行っているが，

今年度は多視点画像からの 3D モデル構築のためのアルゴリズムを開発した．また，大規模国際

会議(データベース分野の主要国際会議である VLDB2018)において，セッションプログラムをクラウ

ド(著者と Review Board Members)の協力で生成する実験を行い，主催者から従来と比較して必要

時間が半減したとの評価を得た．  
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§２．研究実施体制 

 

（１） 筑波グループ 

① 研究代表者：森嶋 厚行 （筑波大学図書館情報メディア系 教授） 

② 研究項目 

· CyborgCrowd における人と計算機の高度連携方式およびミドルウェア 

 

（２） 富山グループ 

① 主たる共同研究者：井ノ口 宗成 （富山大学理工学研究部 准教授） 

② 研究項目 

· 自然災害時領域等における CyborgCrowd ミドルウェア要件分析と応用 

 

（３） 京都グループ 

① 主たる共同研究者：田島 敬史 （京都大学大学院情報学研究科 教授） 

② 研究項目 

· CyborgCrowd の基礎理論 

 


